平成19年度　全国鐵構工業協会　青年部会

第５回理事会　議事録

日　時　平成19年12月8日（土）　９：００～１６：３０
場　所　岡山県　サン・ピーチ岡山
出席者　米森（石川）、上柿（奈良）、松下（愛媛）、齊藤（青森）、媚山（北海道）、
齋藤（秋田）吉岡（東京）、鈴木（千葉）、山崎（栃木）、伊藤（三重）、
苅谷（岐阜）、大井（滋賀）、益田（山口）、玉城（沖縄）

欠席者　なし
オブザーバー　森山（中国BC）、村上（中国BC）、鋼構造出版（田中）

議事録作成　　媚山（北海道）

（司会進行）上柿副会長

１．開会

２．出席者の確認

３．会長挨拶（米森会長）
先月開催した第２回全国会長会議は参加者からも好評を得、また理事の皆さんにも各テーブルの討議内容を要領良くまとめていただいた。改めて感謝申し上げたい。

今日は次期全国大会の主管である中国ブロックの方々を迎えての理事会となるが、全国大会を従来の儀式的なものから会合へ、セレモニーからミーティングへと変えていく必要があると考える。また、来期を見据えて各事業の最終的な取りまとめを行うと同時に、役員の人選なども考えなければいけない。午後5時までと長時間の会議となるが、しっかりと協議していただきたい。

４．各ブロック活動報告（報告書をホームページに掲載）
補足事項と質問

１）北陸ブロック（米森会長）
12月開催のＪＳＣＡ北陸部会との合同勉強会を石川県中央会の補助金事業として申請し10万円弱の補助金いただく予定。全国的に中央会への補助金申請は少ないもよう。各都道府県でも活用を検討してはどうか。

２）四国ブロック（松下副会長）
ブロック間交流をスムーズに進めるための担当窓口を設置してほしい、との意見・要望があった。
――協議の結果、来期の検討事項とすることにした。

３）東北ブロック（齊藤理事）
昨年、「工作しやすい鉄骨設計講習会」を全国展開するにあたり、事前研修として横浜で講習会を開催したが、今回の第３版では同様の手法をとらないのか。
――（米森会長）今回、全国ベースで事前講習会を開催することは考えていない。「第３版」は前版をベースに追加・改良を加えたものであり、基本的な構成やコンセプトは同じ。よって各地での講習会は、以前の横浜での講習会を参考に進めていただきたい。建築基準法の改正もあり、初期段階でわれわれの意図するディテールを設計に織り込んでもらうことがこれまで以上に重要になっている。構造設計者は裾野が広いので、ＪＳＣＡにこだわらず、幅広い方々に参加を呼びかけて欲しい。
５．各ブロック助成金事業について
１）新規申請
①近畿ＢＣ・大井監事より平成20年３月１日開催予定のブロック研修会「決算書の見方講習」に対する助成金申請があり、全会一致で承認された。
②北陸ＢＣ・米森会長より平成20年２月１日開催予定のブロック研修会「鉄骨構造の可能性：デザイナーの立場から」講演会等に対する助成金申請があり、全会一致で承認された。

③関東ＢＣ・吉岡理事より平成20年２月23日開催予定のブロック研修会「工作しやすい鉄骨設計」講習会に対する助成金申請があり、全会一致で承認された。

２）事業実施報告
①東北ＢＣ（報告者＝齊藤理事）
平成19年９月15日に山形県で「地域の活性化と球団経営」講演会開催。47名参加。出向理事＝媚山理事
②中部ブロック（報告者＝伊藤理事）

平成１９年11月10日に静岡県で「接合部の力学挙動と鉄骨製作」講演会開催。64名参加。出向理事＝吉岡理事
６．ワーキンググループ討議
各ＷＧ担当者が集まり、前回理事会以降の事業の進捗をまとめる作業を行った。
７．ワーキンググループ発表
１）設計交流ＷＧ
①鉄骨需要拡大事業（山崎理事）
先に作成した「安心・安全をつくる重量鉄骨住宅」パンフレットを、設計者向けの講習会の際に配布させてもらうなどして、まずは意匠を含めた設計事務所へのアプローチを図りたい。問題点のひとつである金利や保険等の優遇措置については、米森会長が中心となって親会や日本鉄鋼連盟に交渉していただく。パンフ自体も改良の余地がある。来期以降も継続事業とし、全国展開に向けた具体策を検討する必要がある。支援企業のリストアップも進める。
② 工作しやすい鉄骨設計・第３版（吉岡理事）
年内に全国４会場で開催される日本鉄鋼連盟の講習会終了後、われわれの講習会をスタートさせる。設計者に参加していただかないと意味がないので、ＪＳＣＡにこだわらず日本建築士会や日本建築士事務所協会など関係他団体にも広く声をかけてほしい。ファブ主導の講習会への参加に抵抗を示す設計者もいるので、主催は設計、われわれは側面支援に回るなどの手法も考えていく必要があるかも知れない。
――ここで、先に購入した「溶接欠陥サンプル」の管理方法に関して質疑があり、協議の結果、関東ＢＣ（吉岡理事）が保管し、具体的な管理方法を書面に記して全構協に提出することにした。

③ジャーナルでの「鉄骨１１０番」の掲載（鈴木理事の代理で松下副会長）
９月からジャーナルに月２回掲載。ジャーナル担当者からは「好評」と報告があるが、依然として質問事項が不足している。会長メールで募るとともに、各地での講習会終了後の懇親会の席上など意見が出やすい場での収集を心がけてほしい。
④会員相互の交流（松下副会長）
（①全構協「後継経営者研修」のフォロー事業 ②全国会長会議の年２回開催 ③地域間交流――の実施に向けた問題点や課題、全国の会長等の意見をまとめた資料を提出）
とくに全国会長会議の年２回開催は、前回好評だったこともあり是非とも毎年実施したいが、費用の捻出がネックとなる。また、「ブロック間交流」は負担が大きいとの意見もあるので、自由度を高めるために「地域間交流」に呼称を改め推進していく。

――（米森会長）会員のなかには「交流」の大切さを理解していない人も大勢いる。全青会の役割はその必要性を理解してもらうためにまず足を運んでもらう機会を作ることにある。「交流」の大事さが分かれば、自費でも参加したいという姿勢が生まれるはず。
２）工数監理ＷＧ
①全国青年部の新会員獲得事業（上柿副会長）
先の第２回全国会長会議で全国の動向・傾向を集約できた。今後、会員獲得の数値目標の設定なども検討していきたい。来期以降も継続して推進する。

②溶接体験実習（齊藤（拓）理事）
第２回全国会長会議で実習のポイントを説明し、手引書を配布した。この資料をもとに全国展開してほしい。来期以降も継続事業とする。
③ファブ主導の特記仕様書（伊藤理事）
中部ブロックの特記仕様書をメーリングリストで全国に配信し、意見・要望を募っている。寄せられた意見をともにさらなる改善を図り、年度内に初版としてまとめたい。

④余剰材管理利用（大井監事）
インターネットを活用した余剰材（Ｈ形鋼）共有化のシステム制作料は約60万円。Ｈ

Ｐ上での広告スポンサーを募集するなど予算確保策を検討したい。来期継続事業とし、予算さえ確保できれば来期早々にも着手できる体制を整備する。
３）行政及び対外交流ＷＧ
①行政交流事業（齋藤副会長）

親会を通じて行政へアプローチを図るのが基本方針だが、各都道府県の交流状況を改めて調べたい。
②産官学事業へのアプローチ（玉城理事）

福岡産官学連絡協議会の視察を終えた。その他都道府県でも「産官学」が一体となった交流が図られているか否か、アンケート調査を実施する。アンケートの素案を作成したので、次回理事会までに意見があれば提出していただきたい。次期全国大会の席で結果を発表したい。
③親会との位置付け調査（益田理事）

全国の青年部を対象としたアンケート調査結果を第２回会長会議の席で発表した。今期限りの事業だが、会員の新規獲得に向けた資料として活用いただきたい。今後、最終報告書をまとめ、全構協に提出する。
④全青会名簿（媚山監事）
全国の会員の顔写真入り名簿を作成する。個人情報保護法への対応から掲載内容は氏名・会社名・役職・青年部役職にとどめる。名簿の作成・管理・更新は各都道府県で行ってもらい、それを集めて全青会ＨＰに掲載する。基本フォーマットは次回理事会までに配布する。歴代の全青会役員名簿に８期役員を追加する。

４）総務ＷＧ
①全青会ホームページ（苅谷理事）
来年３月31日でサーバの契約が切れるが、現状のデータを適正に保持するには、業者は変えても契約サーバは変えない方が良いようだ。容量も20GBから30GBにアップしており、変更の必要性はないと考える。
８．中国ＢＣより全国大会（岡山大会）について中間報告
中国ブロックの森山会長と村上大会実行委員長が、持参した資料をもとに大会概要、大会実行委員会組織表、大会準備日程、プログラム、当日の実行委員スケジュール、会場地図、会場内配置、記念講演講師、実行予算案などを発表・報告した。

これに対し理事会は、下記スケジュール等に関しては基本的に承認したが、大会登録料（宿泊費除く）が１万8000円と過去の大会と比較しても高額であり、参加者の負担が大きく、ひいては参加者の減少につながる恐れがあるとして、１万5000円程度に抑えるべく予算の再検討を要望した。

全構協第17回全国大会（岡山大会）

開催日：平成20年4月12日

会場：岡山市「岡山プラザホテル」
参加予定人数：約250名（うち会員約200名）
大会スケジュール

①全国会長会議（13:00～14:30）
②通常総会　　（14:45～16:45）

③記念講演　　（17:00～18:30）

講師：㈱アオキ 代表取締役 青木豊彦氏

演題：未定

④懇親会（19:00～21:00）

９．各ＢＣ次期出向理事について
全国９ブロックの次期出向理事の見通しについて報告を求めた。
10．岡山大会（通常総会・全国会長会議）について
１）総会時の役割分担について

協議のうえ下記の通り決定した。
司会 ------------- 伊藤理事
議長 ------------- 益田理事
開会の辞 ------- 玉城理事
議事録作成人 - 大井監事
署名人 ---------- 鈴木理事、齋藤理事
事業報告 ------- 松下副会長
決算報告 ------- 吉岡会計理事
監査報告 ------- 媚山監事
事業計画 ------- 齋藤副会長
予算案 ---------- 吉岡会計監事
会費承認 ------- 吉岡会計監事
役員改選 ------- 齋藤副会長
閉会の辞 ------- 山崎理事
２）全国会長会議について
協議の結果、同会議は５テーブルによるグループ討議形式とすることを決めた。全青会の過去１年間の活動報告などの資料は事前に作成・メーリングリストで配信し、参加者に持参してもらう。資料は米森会長、上柿副会長が中心となり、全理事の協力のもと作成する。当日協議するサブテーマも設定する。タイムスケジュールは、テーブル討議40分、発表30分を目安とする。
11．その他
全構協の新組織体制の動向や、各都道府県組合の運営状況などについて情報交換した。
12．閉会
※次回理事会開催地
平成20年2月16日（土）9：00～
於：愛知県名古屋市
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